
村瀬　治兵衛
略 歴
1957年 東京都に生まれる

1975年 東京都立芸術高等学校卒業

1980年 東京造形大学彫刻科卒業
 同年より代々にわたる家業である木地師塗師に従事する
 裏千家業躰 日々庵 鈴木宗幹先生に茶道の教えをうける

1989年 池袋西武にて「担い手三人」展開催（西岡良弘・藤田潤・村瀬治）

1991年 京都嵯峨吉兆にて父子展開催

1993年 日本橋三越本店にて父子展開催

1997年 福岡三越にて父子展開催

2001年 三代目治兵衛を襲名、木地師として七代目を継ぐ
 日本橋三越本店にて襲名展開催

2005年 日本橋三越本店にて個展開催

2009年 妙喜庵・待庵の炉縁製作

2010年 東京国立近代美術館工芸館
 ｢現代工芸への視点　茶事をめぐって｣展出品

2011年 日本橋三越本店にて個展開催

2014年 アメリカ イエール大学アジアンアートミュージアム収蔵

2010年以後 日本橋三越本店、福岡三越、新宿伊勢丹本店、
 柿傳ギャラリー 、ギャラリー栗本など各地にて個展開催
 伝統技術を守りながら、独創性をあわせもつ今に生きる
 漆器づくりに工夫をこらす。

　九
月 

二
十
四
日（
水
） 

 

林
屋 

晴
三 

先
生

 

二
十
五
日（
木
） 

裏
千
家 

北
川 

宗
澄 

先
生

 
二
十
六
日（
金
） 

武
者
小
路
千
家 

佐
伯 

江
南
斎 

先
生

 
二
十
七
日（
土
） 

表
千
家 

德
澤 

貴
美
子 

先
生

 

二
十
八
日（
日
） 

裏
千
家 

鈴
木 

宗
泰 

先
生

 

二
十
九
日（
月
） 

裏
千
家 

植
松 

宗
慶 

先
生

 

三
十

　日（
火
） 
表
千
家 

斎
藤 

孝
子 

先
生

 
 

 
（
お
茶
席
は
午
後
四
時
に
て
終
了
）

会
期
／
二
〇
一
四
年
九
月
二
十
四
日（
水
）〜
三
十
日（
火
）

会
場
／
日
本
橋
三
越
本
店 

本
館
六
階 

美
術
特
選
画
廊 

（
最
終
日
は
午
後
四
時
閉
場
）

■
茶

　席

　午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時 

（
誠
に
勝
手
な
が
ら
三
十
日
は
午
後
三
時
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）

■
お
呈
茶
予
定
時
間

惟
高
親
王（
文
徳
天
皇
の
皇
子 

８
４
４
〜

８
９
７
）が
木
地
師
に
轆
轤
を
指
導
す
る
画

村
瀬
治
兵
衛

　漆
芸
展

木
の
魅

力

日
々
庵

会
期
：
２
０
１
４
年
９
月
２
４
日（
水
）〜
３
０
日（
火
）（
最
終
日
は
午
後
４
時
閉
場
）

会
場
：
日
本
橋
三
越
本
店 

本
館
６
階 

美
術
特
選
画
廊



木
地
師
の
祖
と
い
わ
れ
る
惟
高
親
王
は
轆
轤
の
技
法
を
山
人
に
教
え
た
と
い
わ
れ

木
地
師
の
家
に
は
山
に
入
る
許
可
状
が
あ
り
、先
祖
と
共
に
惟
高
親
王
像
を
敬
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

日
本
は
山
国
で
す
。山
を
た
だ
眺
め
る
だ
け
で
人
は
癒
さ
れ
る
と
共
に
、畏
怖
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。貴
重
な
山
の
樹
木
を
伐
る
た
め
の
許
可
状
が
あ
っ
た

こ
と
は
、日
本
に
お
け
る
朱
漆
器
の
生
産
が
、祭
祀
用
具
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

技
法
は
何
千
年
も
か
わ
ら
ず
今
に
引
き
継
が
れ
、山
の
力
に
支
え
ら
れ
た
木
と
塗
の

魅
力
を
美
し
い
か
た
ち
に
し
て
現
代
に
伝
え
た
い
と
試
み
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
高
覧
た
ま
わ
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　平
成
二
十
六
年
九
月
吉
日

村
瀬 

治
兵
衛

　

ご
あ
い
さ
つ

木
の
魅
力
・
・
・
そ
れ
は
フ
ォ
ル
ム
の
柔
ら
か
さ
と
木
目
の
美
し
さ
。

そ
し
て
何
よ
り
も
そ
れ
を
手
に
し
た
と
き
の
ぬ
く
も
り
と
使
う
ほ
ど
に

増
す
味
わ
い
の
深
さ
が
私
た
ち
日
本
人
の
心
を
強
く
打
ち
ま
す
。

三
代
村
瀬
治
兵
衛
氏
の
作
品
は
木
の
も
つ
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
た

逸
品
揃
い
で
す
。

日
々
轆
轤
に
向
か
い
木
に
語
り
か
け
、
漆
を
か
け
つ
つ
問
い
掛
け
る
、

そ
ん
な
日
常
か
ら
生
ま
れ
た
新
作
の
数
々
を
三
年
ぶ
り
と
な
る
本
展
に
て

一
堂
に
展
観
い
た
し
ま
す
。

初
秋
の
清
々
し
い
一
日
、
是
非
ご
高
覧
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　平
成
二
十
六
年
九
月

日
本
橋
三
越
本
店

　


